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本論文は、序論、第 1～６章（第 3章は補論を付す）、結論と今後の課題から構成されている。 
序論では、本論の中心となる服部南郭に関わる研究史と、本論文の課題と方法が述べられるとと
もに、各章の目的が示される。 
第 1章から第３章補論までは、服部南郭について論じられる。古文辞学の提唱者である荻生徂
徠の学問は、通説では、政治学的方向と文学的方向の二派に分かれ、南郭は後者を代表し、その
文学営為は非社会性を特色とするとされるが、ここでは南郭の当代「太平」認識を緻密に分析す
ることによって、それがたんなる脱政治や非社会性ではないことが指摘される。南郭にとって古
文辞学は、個人の生の不可逆性に抗し得る理論として受容され、その実践によって、時空を超え
た知的共同体への参与と現出を試みたものであった。 
第 4 章では、このような南郭の古文辞学理解の特質を、「三不朽」という概念を中心に、徂徠
学派内部（荻生徂徠、太宰春台）での異同や他学派（木下順庵、伊藤東涯）との比較を通して多
角的に検討することで、それが身体の無常観と密接に結びついていることが論じられる。 
第 5、6 章では、反徂徠学の風潮の強まる時代状況の中で、それに再反論する他の徂徠学者と
は異なる態度をとった伊東藍田の古文辞学理解が、南郭を受け継ぎながら、より現世改革的な志
向を強めたものであることが論じられる。 
結論と今後の課題では、本論の内容を概観した上で、南郭晩年の心象世界の叙述、南郭の「家」
継承意識の分析等が欠如していることによる問題点と今後の展望が述べられる。 
 本論文は、思想史的位置づけのスケールや、分析概念の共有性などの点に、若干の課題は残す
ものの、難解な史料の堅実な読解、均衡のとれた解析、柔軟な立論などの点で特出し、総合的に
見て、通説を覆す新たな知見を提示し得ている。本論文の成果が、斯学の発展に寄与するところ
大なるものであることは疑問の余地がない。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を
授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
